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編
纂
の
辞

　
岩
波
書
店
が
創
業
五
十
年
の
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し
た
『
国
書
総
目
録
』
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
潮
れ

ば
、
新
村
出
’
辻
善
之
助
両
博
士
が
、
岩
波
書
店
の
先
代
岩
波
茂
雄
氏
と
相
諮
っ
て
、
『
国
書
解
題
』
編
纂
の
発
意
を
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
四
十
年
に
近
い
歳
月

が

過
ぎ
去
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
両
博
士
の
意
を
体
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
国
書
総
目
録
』
の
意
図
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
的
遺
産
の
う
ち
、
典
籍
に
限
っ
て
確
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
が
、
そ
の
編
集
作
業
の
苦
難
を
通
し
て
、
1
国
の
文
化
の
無
辺
際
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
得
心
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
彪
大
な
古
書
目
の
一
つ
一

つ

を
検
討
し
な
が
ら
、
仏
典
研
究
に
没
頭
す
る
善
知
識
や
、
克
明
な
記
録
を
記
し
続
け
る
中
世
の
貴
族
、
あ
る
い
は
自
ら
の
疑
義
を
追
求
し
て
止
ま
ぬ
市
井
の
学
者

等
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
に
没
し
去
っ
た
、
多
く
の
秀
れ
た
先
学
の
姿
を
、
幾
度
か
眼
前
に
見
る
思
い
が
あ
っ
た
。
『
国
書
総
目
録
著
者
別
索
引
』
企
画
の
遠

因
は
、
こ
ん
な
夢
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ

う
し
て
、
『
国
書
総
目
録
』
の
編
纂
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、
著
者
別
の
書
名
目
録
を
刊
行
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
総
目
録
の
完
成
し
た
後
、
別
巻
と
し
て

r著
者
別
索
引
L
の
名
の
下
に
公
刊
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
。
種
々
の
点
で
そ
の
意
義
の
少
な
く
な
い
こ
と
を
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
じ
め
は
比
較

的
容
易
に
思
わ
れ
た
こ
の
編
纂
も
、
実
際
に
着
手
し
て
み
る
と
、
幾
多
の
難
関
に
つ
き
当
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
明
治
以
前
の
全
分
野
に
わ
た
る
総
合
的
な
著

者
別
の

書
目
一
覧
は
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、
従
来
の
類
書
に
一
切
の
伝
記
的
解
説
を
持
た
な
い
人
達
や
、
多
く
の
分
野
に
別
名
・
異
称
を
も
っ
て
活
躍
す
る

人
物
の
存
在
が
、
作
業
の
進
捗
を
渋
ら
せ
た
。
一
方
、
こ
の
編
集
作
業
を
通
し
て
、
『
国
書
総
目
録
』
編
纂
当
時
の
誤
っ
た
判
断
お
よ
び
記
述
の
発
見
も
多
く
あ
っ

た
こ

と
を
告
白
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
当
初
予
期
し
な
か
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
国
書
総
目
録
』
の
再
検
討
と
修
正
と
い
う
こ
と
が
、
本
索
引
編
纂

の

大

き
な
副
産
物
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
と
思
う
。

　
昭
和
四

十
七
年
、
第
八
巻
の
刊
行
を
終
え
て
か
ら
す
で
に
四
年
、
予
想
し
て
い
た
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
時
間
を
費
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
日
こ
の
索
引
を

世
に

送
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
『
国
書
総
目
録
』
の
と
き
と
同
様
に
、
多
数
の
方
々
の
温
い
御
援
助
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
さ
ら
の
ご
と
く
、
学
恩
の
あ
り



が
た

さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
益
田
宗
、
久
保
田
淳
、
篠
原
昭
二
の
三
氏
に
は
、
『
国
書
総
目
録
』
以
来
、
ひ
き
続
い
て
こ
の
索
引
編
集
の
中
心
と
し

て

御
協
力
願
っ
た
。
そ
の
他
、
青
方
智
登
、
秋
谷
省
三
、
内
田
保
広
、
奥
田
勲
、
窪
田
よ
し
、
小
池
正
胤
、
信
多
純
一
、
島
田
貞
一
、
鈴
木
勝
忠
、
鈴
木
重
三
、

多
治
比
郁
夫
、
谷
山
央
、
土
田
衛
、
中
村
俊
定
、
野
間
光
辰
、
橋
本
不
美
男
、
服
部
幸
雄
、
原
道
生
、
樋
口
秀
雄
、
日
野
龍
夫
、
檜
谷
昭
彦
、
古
川
久
、
森
川
昭
、

頼
惟
勤
、
和
田
久
徳
な
ど
の
諸
氏
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
専
門
の
立
場
か
ら
、
有
益
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
岩

波
書
店
の
社
長
岩
波
雄
二
郎
氏
を
は
じ
め
担
当
の
方
々
に
は
、
我
儘
勝
手
を
申
し
あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
懇
篤
な
御
配
慮
御
助
力
を
頂
い
た
。
御
芳
情
に
対

し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
昭
和
五
十
一
年
十
月
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精
　
二



凡

例

一
、

本
索

引
は
『
国
書
総
目
録
』
に
収
録
さ
れ
た
書
目
の
著
者
を
検
出
す
る
た
め
の
も

　
の
と
し
て
編
集
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
著
者
別
の
著
述
一
覧
の
作
製
を
も
意
図
す

　
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
索
引
で
は
『
国
書
総
目
録
』
の
巻
・
頁
・
段

　
を
指
示
す
る
に
と
ど
め
ず
、
書
名
（
『
国
書
総
目
録
』
の
項
目
名
）
を
も
記
載
し
た
。

二
、
本
索
引
の
記
載
事
項
は
、
著
作
者
名
（
項
目
p
m
）
　
’
別
称
・
書
名
・
成
立
・
巻
頁
段

　
で
あ
る
。

項
　
目

　
L
　
『
国
書
総
目
録
』
（
以
下
「
本
巻
」
と
よ
ぶ
）
の
著
編
者
欄
（
箇
欄
）
に
記
載
さ
れ
て

　
　
い
る
著
作
者
名
を
も
っ
て
項
目
と
し
た
。
ま
た
、
本
巻
備
考
欄
（
＊
欄
）
に
注
記
さ

　
　
れ
た

人

名
等
の
中
か
ら
、
そ
の
書
物
の
著
作
者
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
適
宜
加
え

　
　
た
。
た
だ
し
、
本
巻
の
著
編
者
欄
・
備
考
欄
に
記
載
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に

　
　
挙
げ

る
よ
う
な
類
は
項
目
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。

　
　
イ
、
外
国
人
（
翻
訳
書
の
原
著
者
な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
ロ
、
序
・
祓
者
（
た
だ
し
、
著
者
・
編
者
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は
採
用
し
た
）

　
　
ハ
、
歌
合
の
詠
者
（
た
だ
し
、
自
歌
合
の
詠
者
は
採
用
し
た
）

　
　
二
、
連
歌
懐
紙
に
お
け
る
四
人
目
以
下
の
詠
者
（
発
句
・
脇
句
・
第
三
の
詠
者
の

　
　
　
み
採
用
し
た
）

　
e
d
　
本
巻
中
、
同
一
著
者
で
二
種
以
上
の
名
称
を
も
つ
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
法
則

　
　
で
項
目
名
を
決
め
て
一
項
目
に
ま
と
め
た
。

　
　
イ
、
l
般
に
人
名
は
〈
姓
氏
－
名
〉
の
形
を
原
則
と
し
た
が
、
例
外
的
に
〈
姓
氏
－

　
　
　
号
〉
〈
姓
氏
－
｛
＄
〉
　
〈
姓
氏
－
通
称
〉
等
の
形
を
と
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
n
、
漢
学
者
お
よ
び
漢
詩
人
は
〈
姓
氏
－
号
〉
の
形
を
項
目
名
と
し
た
。

　
　
ハ
、
多
く
の
称
号
を
所
有
し
た
り
、
雅
号
等
が
変
化
し
て
い
る
著
者
は
、
主
た
る

　
　
活
動
領
域
、
あ
る
い
は
主
要
な
時
期
の
名
称
を
項
目
名
と
し
た
。

　
二
、
親
王
’
法
親
王
・
入
道
親
王
は
区
別
を
せ
ず
、
す
べ
て
親
王
に
統
一
し
た
。

　
ホ
、
僧
侶
は
原
則
と
し
て
法
謹
を
項
目
名
と
し
た
が
、
本
巻
中
の
記
載
が
法
字
・

　
　
法
号
等
の
み
で
、
法
諒
の
不
明
の
も
の
は
、
本
巻
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
項
目

　
　
名
と
し
た
。
た
だ
し
、
禅
宗
の
僧
侶
は
原
則
的
に
法
講
に
法
号
（
あ
る
い
は
法

　
　
字
等
）
を
加
え
た
四
字
の
名
称
を
項
目
名
と
し
た
。

　
へ
、
一
般
に
雅
号
の
類
は
庵
号
（
軒
号
・
斎
号
：
：
等
）
を
付
け
た
形
で
掲
げ
た
が
、

　
　
俳
人
’
連
歌
師
は
庵
号
等
を
除
い
た
形
を
項
目
名
と
し
た
。

　
ト
、
江
戸
時
代
の
小
説
家
は
戯
号
を
も
っ
て
項
目
名
と
し
た
。

ふ

　
同
l
名
称
の
著
者
が
何
人
か
い
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
法
則
で
項
目
を
立
て

　
た
。

　
イ
、
名
称
が
同
じ
で
何
人
か
の
別
人
の
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
項
目
と

　
　
し
て
立
て
た
が
、
判
別
で
き
な
い
時
は
、
便
宜
上
項
目
の
肩
に
×
印
を
つ
け
て

　
　
ま
と
め
項
目
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
ロ
、
花
道
・
茶
道
・
香
道
・
囲
碁
・
将
棋
・
俳
譜
・
狂
歌
等
の
宗
匠
や
、
劇
作

　
　
者
・
俳
優
・
絵
師
な
ど
、
同
l
称
呼
を
数
代
に
わ
た
っ
て
襲
名
す
る
も
の
は
一

　
　
項

目
に
ま
と
め
、
そ
の
項
目
の
中
で
、
〔
　
〕
印
を
用
い
て
各
世
代
に
分
け
て

　
　
記
し
た
。
な
お
、
何
代
目
で
あ
る
か
不
明
の
も
の
は
、
ま
と
め
て
そ
の
項
目
の

　
　
最
後
に
〔
？
〕
と
し
て
記
し
た
。

　
ハ
、
・
：
・
家
、
：
：
氏
、
・
：
・
某
の
類
は
一
括
し
、
そ
れ
ぞ
れ
（
家
）
、
（
氏
）
、
（
某
）

　
　
と
小
書
き
し
て
、
ま
と
め
項
目
の
×
印
は
つ
け
な
か
っ
た
。

よ
み
と
排
列

　
L
　
項
目
の
排
列
の
順
序
を
示
す
た
め
に
、
振
り
仮
名
を
施
し
た
。

　
　
イ
、
〈
姓
氏
－
名
〉
（
〈
姓
氏
－
号
〉
等
）
の
項
目
は
姓
氏
の
部
分
で
切
り
、
そ
の
姓
氏

　
　
　
に
振
り
仮
名
を
施
し
た
。
な
お
、
同
l
姓
氏
の
項
目
が
続
く
場
合
は
、
そ
の
最

　
　
　
初
の
項
目
に
の
み
施
す
こ
と
と
し
た
。

　
　
ロ
、
庵
号
（
軒
号
・
斎
号
等
）
を
付
け
た
項
目
名
は
、
〈
姓
氏
－
名
〉
の
項
目
に
準
じ

111



　
て
、
そ
の
部
分
で
切
っ
て
振
り
仮
名
を
施
し
た
。
振
り
仮
名
の
省
略
に
関
し
て

も
前
項
に
同
じ
で
あ
る
。

ハ
、

同
一
表
記
の
姓
氏
で
異
な
っ
た
読
み
方
の
あ
る
も
の
は
、
適
宜
参
照
項
目
を

立
て

て

検
索
の
便
を
図
っ
た
。

　
a
　
便
宜
上
、
一
方
の
よ
み
に
統
一
し
た
場
合
は
、
他
方
か
ら
↓
印
で
指
示
し

　

た
。

　
　
　
（
例
）
小
幡
（
惰
）
：
：
　
↓
小
幡
（
昔
）
：
：

　
　
h
　
二
個
所
以
上
の
位
置
に
よ
み
分
け
て
排
列
し
た
場
合
は
、

　
　
　
目
か
ら
↓
印
で
他
方
を
指
示
し
た
。

　
　
　
（
例
）
石
上
（
跳
）
・
：
・
　
↓
石
上
（
鍵
の
）
・
：
・

　
　
　
　
　

石
上
（
い
そ
の
か
み
）
：
：
　
↓
石
上
（
☆
）
・
：
・

飢

　
姓
氏
に
つ
づ
く
名
・
号
等
の
よ
み
と
、

　
項

目
は
音
読
し
た
。
な
お
、
親
王
名
も
す
べ
て
音
読
と
し
た
。

　
イ
、
立
具
読
の
場
A
口
は
、

そ

れ
ぞ

れ
の

項

僧
侶
名
お
よ
び
よ
み
の
決
定
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
も
通
常
の
音
を
採
用
し
た
。
通
常
二
様
以
上
の
音

が

用
い
ら
れ
る
左
の
文
字
に
つ
い
て
は
便
宜
上
括
弧
内
の
音
に
統
一
し
た
。

（
＊
印
の
文
字
は
次
項
参
照
）

　　　　　　　益重後直易西如巨文今ニー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
えちこちえせじきぶこにい
きよVよきいよよんんSVちNU

う　くvvvvvw　v　v　　　　　　　　　v／

乙

（お
つ
）

人

（じ
ん
）

．

仁

（じ
ん
）

日
（
に
ち
）

正

（せ
い
）

＊
成
（
せ
い
）

宗
（
そ
う
）

明

（め
い
）

竺

（じ
く
）

洞

（ど
う
）

香

（こ
う
）

華
（
か
）

　　　　　　乾宮省弥治定色生木元万丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
かきせびちてしせぼげばて
んゆいVVいよいくんんいv うv　　vくv　v　v　v　　　　　　　　　　　　　v

　　　　　　
寂恵貞金物性行吉世太大九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
じけてきぶせぎきせたたき
やいいんついよついいいゆ
くvvvvvうvvvvうv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼！

　　　　口　　＊
聖金仁一’懐慧緒象黄崇
AAAし　AA＾AAAしこにた　かけししおし
よんん゜　いいよようゆパ　　　 　　　　　　　　 　　 　　 　　　パ　　　　パ
つ　　　　　　　　　　　づ　　つv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v　　　　v

厳権聚業卿眼
　　 　　 　　　　 　　　
げけしぎけが
んんゆよいん　　 　　 　　　パ　　　　
　　　乙

　　　　　興聞極御経
A　　　A　　A　　A　　A

きぶきぎけ
よんよよい
うvくvvv　　　　v

郷

（き
ょ
う
）

＊
然
（
ぜ
ん
）

＊
聖
（
せ
い
）

静

（せ
い
）

諦

（て
い
）

僧
侶
名
の

場
合
、
前
項
の
統
一
と
は
別
に
、
左
の
文
字
は
括
弧
内
の
音
に
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　

如

（に

ょ
）
　
　
成
（
じ
ょ
う
）
　
　
定
（
じ
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵

（え
）
　
　
　
　
経
（
き
ょ
う
）
　
　
然
（
ね
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慧

（え
）

鋭

　
中
国
人
名
に
摸
し
て
修
し
た
姓
は
、
本
来
音
読
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
訓
読

　
す
る
一
字
の
姓
氏
と
の
識
別
が
む
つ
か
し
い
の
で
、
訓
読
す
る
姓
氏
が
他
に
項
目

　
と
し
て
あ
る
場
合
は
、
統
一
的
に
訓
読
の
位
置
に
配
し
、
訓
読
の
姓
氏
が
な
い
場

　
合
は

音
読
し
て
排
列
し
た
。

　
　
　
（
例
）
島
元
換
　
原
能
興
な
ど
は
「
と
う
」
「
げ
ん
」
と
音
読
せ
ず
、
「
し
ま
」

　
　
　
　
　
r
は
ら
L
姓
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
排
列
し
た
。

　
　
　
　
　

安

蘭
圃
　
野
子
賎
な
ど
は
訓
読
す
る
姓
氏
が
な
い
の
で
r
あ
ん
」

　
　
　
　
　
「
や
」
と
よ
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
排
列
し
た
。

f
　
排
列
は

項

目
の
振
り
仮
名
の
五
十
音
順
に
よ
る
。
た
だ
し
、
「
ぢ
」
「
づ
」
は

　
r
じ
L
「
ず
」
の
順
位
に
、
助
詞
の
「
へ
」
F
を
L
「
は
」
は
「
え
」
「
お
」
「
わ
」
の

　
順
位
に

排
列
し
た
。

5
　
同
l
姓
氏
（
同
一
庵
号
）
等
の
中
は
、
名
・
号
等
を
音
読
し
て
（
2
イ
参
照
）
排
列

　
し
た
。

6
　
五
十
音
順
で
順
序
の
き
ま
ら
な
い
項
目
は
次
の
よ
う
に
排
列
し
た
。

　
イ
、
清
音
・
濁
音
・
半
濁
音
の
順
に
し
た
。

　
m
、
片
仮
名
表
記
・
平
仮
名
表
記
・
漢
字
表
記
の
順
に
し
た
。

　
ハ
、
同
音
の
漢
字
表
記
の
排
列
は
、
画
数
の
少
な
い
も
の
を
先
に
し
、
一
音
一
字

iv



は

二
音
一
字
の
先
に
し
た
。

二
、

同
音
同
表
記
の
項
目
の
排
列
は
、

に
し
た
。

そ

の

著
者
の

お

お

よ
そ
の
活
躍
時
期
の
順

別
　
称

　
工

　
本
巻
中
、
同
一
著
者
に
二
種
以
上
の
名
称
の
あ
る
時
は
、
項
目
に
立
て
た
名
称

　
　
以
外
の

も
の
を
、
項
目
の
下
に
（
　
）
を
付
し
て
記
し
た
。

　
2
　
別
称
は
本
巻
記
載
の
名
称
を
原
則
と
す
る
が
、
例
外
と
し
て
、
参
考
文
献
等
に

　
　

よ
り
補
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
鋭

　
項

目
名
の
姓
氏
と
異
な
る
も
の
は
、
別
称
欄
に
姓
氏
－
の
形
で
表
記
し
た
。

書
　
名

　

L
　
本
書
は
著
者
名
索
引
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
著
述
一
覧
と
し
て
の
利
点

　
　
も
考
慮
し
、
そ
の
項
目
が
指
示
す
る
検
出
個
所
の
書
名
を
も
記
し
た
。

　
Z
　
書
名

と
そ
の
著
者
と
の
関
係
を
、
書
名
の
下
に
小
書
き
で
略
記
し
た
。
本
巻
で

　
　

は
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
多
様
の
表
現
で
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
索
引
に
お
い

　
　
て

は
、
委
細
を
本
巻
に
譲
り
、
次
の
十
三
種
の
略
号
で
あ
ら
わ
す
こ
と
に
し
た
。

　
　

な
お
、
純
粋
に
そ
の
人
の
著
作
で
あ
る
も
の
は
無
表
記
と
し
、
江
戸
時
代
に
お
け

　
　

る
戯
作
、
小
説
類
等
は
画
家
と
区
別
す
る
意
味
で
「
作
」
を
使
用
し
た
。

　
　
　
作
・
編
・
画
・
評
・
注
・
訳
・
伝
・
書
・
校
’
補
・
受
・
判
’
問

　

3
　
本
巻
中
で
著
作
者
に
「
伝
：
：
」
「
：
：
？
」
等
の
表
現
で
、
そ
の
書
目
と
著

　
　
作

者
の
関
係
に
な
ん
ら
か
の
疑
問
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
の
索
引
で
は
、
そ

　
　
の

著
作
者
の
項
目
の
末
尾
に
、
そ
れ
ら
の
書
名
を
＊
印
の
下
に
列
記
し
た
。
な
お
、

　
　
本
巻
備
考
欄
に
「
偽
書
」
と
あ
る
も
の
も
同
様
の
取
り
扱
い
を
し
た
。

成
　
立

　

－
　
項
目
と
な
っ
て
い
る
著
作
者
の
、
お
お
よ
そ
の
活
躍
時
期
を
示
す
た
め
に
、
本

　
　
巻
成
立
欄
（
⑱
欄
）
記
載
の
年
記
を
書
名
の
下
k
）
　
〈
　
〉
印
で
囲
ん
で
記
し
た
。
な

　
お
、
本
巻
備
考
欄
（
＊
欄
）
の
記
述
の
中
か
ら
適
宜
選
ん
で
採
用
し
た
場
合
も
あ
る
。

2
　
本
巻
の
成
立
欄
記
載
の
年
記
が
、
著
者
の
活
躍
時
期
と
隔
っ
て
い
る
場
合
や
、

　
そ
の
表
現
が
非
常
に
広
範
囲
の
期
間
を
あ
ら
わ
す
場
合
は
記
さ
な
か
っ
た
。

巻
・
頁
・
段
の
表
記

　

L
　
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
の
本
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
位
置
を
示
す
た
め
に
、

　
　
頁
・
段
を
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
し
た
。

　
　
　
巻
数
　
　
①
・
：
・
⑧

　
　
　
頁
数
　
　
平
活
字
和
数
字

　
　
　
段
数
　
　
洋
数
字

巻
・

V





著

者
別
索
引






